
平成 29 年（2017 年）7月 18 日 

 

信州大学の皆様 

 

長野県環境部   

 

地域再生可能エネルギー国際会議 2017 の開催のご案内 

 

日頃から本県の環境行政の推進について、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。 

さて、本県では、9 月 7 日（木）と 8 日（金）の 2 日間にわたり再生可能エネルギーの普及拡大を目

指す地方自治体の課題解決のため、再生可能エネルギーと省エネルギーの最新の状況、それらを将来的

にも拡大させる展望について、ドイツ、日本、その他の国から著名なスピーカーを招へいし、優良な事

例を共有し、野心的に再生可能エネルギーの普及拡大を目指す地方自治体による意見交換を、信州大学

国際科学イノベーションセンターをお借りして、下記及び別紙「開催要領」のとおり開催することとい

たしました。 

本会議は、ドイツで「地域の再生可能エネルギーの拡大の可能性と必要性を示す地域再生可能エネル

ギー会議」（イクレイとフライブルク市とバーゼル市主催）として 2 年に 1 回開催されているもので、

日本では初めて開催されるものです。 

また、今回の会議が、これまでの行政及び企業間の連携に加え、参加自治体のヘッセン州にあり再生

可能エネルギーに関心の高い「カッセル大学」と県内の大学との今後の連携に向けた第１歩となります

ことを期待しております。 

つきましては、別紙の開催要項をご覧いただき、参加を希望される方は 8 月 10 日（木）までにお申

込みください。 

 

記 

 

１ 日  時 平成 29（2017）年 9月 7日（木）9:30～8 日（金）11:30 

２ 場  所 信州大学国際科学イノベーションセンター 

３ 参 加 者 ドイツ環境省、ドイツ地方自治体、ドイツ都市公社、ドイツ再エネ企業 

      環境省、日本地方自治体、自治体連携企業 

４ 主 催 者 環境省、長野県、イクレイ―持続可能性をめざす自治体協議会 

５ 申込方法 次のアドレスから電子申請によりお申込みください。 

       https://www.shinsei.elg-front.jp/nagano/uketsuke/dform.do?id=1499845013264 

 

 

 

  

担   当  環境エネルギー課環境管理係 
（課長）古川 浩 
（担当）小林史人 市川ユミ子 本藤みずき 

電   話   内線 2731 
電子メール  kankyoene@pref.nagano.lg.jp 



（別紙） 

【開催要項】 

１ 目 的 

 再生可能エネルギーの普及拡大を目指す地方自治体の課題解決のため、再生可能エネルギーと省エ

ネルギーの最新の状況、それらを将来的にも拡大させる展望について、ドイツ、日本、その他の国か

ら著名なスピーカーを招へいし、優良な事例を共有するとともに、再生可能エネルギー100%地域の実

現に向けた取組などについて意見交換する。 

 

２ 内容 ※現在調整中なので変更になる場合があります。 

第 1日 [9 月 7 日（木）] 

09:30～09:50 開会セレモニー（環境省、ドイツ環境省ほか） 

09:50～10:20 基調講演 再生可能エネルギーを巡るドイツ及び世界の動向 

[ドイツ ヴッパタール気候・環境・エネルギー研究所 ヘニケ教授 ] 

 

10:20～10:40 休憩 

10:40～12:00 パラレルセッション１ 

        分科会１－Ａ                   分科会１－Ｂ 

地域エネルギー会社の役割         市民電力・市民参加による取組 

12:00～13:00 昼食 

13:00～14:00 先進自治体からの発表 

 

14:10～17:00 パラレルセッション２及び３（各テーマ 80 分） 

        分科会２－Ａ                  分科会２－Ｂ        

14:10～15:30 太陽光発電の発展の余地        地域と調和した再生可能エネルギーの発      

                          展（風力、バイオマス等） 

15:30～15:40 休憩 

        分科会３－Ａ                  分科会３－Ｂ 

15:40～17:00 地域の取組を加速する        再生可能エネルギー・省エネルギーの地域経

ネットワークのちから         経済効果 

 

18:00～20:00 レセプション[長野市内：THE FUJIYA GOHONJIN] 

 

第２日 [9 月 8 日（金）]  

09:00～09:30 分科会等の成果報告 

09:30～11:00 首長サミット「再生可能エネルギー100%地域を目指して」 

[日本の地方自治体の首長、ドイツフライブルク市長、ザーベック市長、ラインフンスリュック郡長] 

11:00～11:15 休憩 

11:15～11:25 地域再生可能エネルギー国際会議の取りまとめ 

11:30     解散 



【分科会等のテーマとねらい】 

テーマ ねらい 

分科会１－Ａ 

地域エネルギー会社の役割 

エネルギーの地消地産を拡大し、地域社会に貢献

するためには。 

分科会１－Ｂ 

市民電力・市民参加による取組 

再生可能エネルギーへの市民の参加・出資を普及

拡大するためには。 

分科会２－Ａ 

太陽光発電発展の余地 

ソーラーマッピング（建築物の屋根の太陽光発電

の適用可能性を示す地図）の活用による屋根置き

太陽光発電の推進には。 

分科会２－Ｂ 

地域と調和した再生可能エネルギーの発展（風力、

バイオマス等） 

地域と調和した再生可能エネルギーを発展させ

るためには。 

分科会３－Ａ 

地域の取組を加速させるネットワークのちから 

地域再生可能エネルギーの取組を、ネットワーク

や中間支援組織が支援・加速・横展開するために

は。 

分科会３－Ｂ 

再生可能エネルギー・省エネルギーの地域経済効果 

地域主導による再生可能エネルギー・省エネルギ

ーの普及拡大による地域経済効果を最大化する

ためには。 

首長サミット 
再生可能エネルギー100%の地域を目指すために

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


